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　　　　　　　　　　　　　カルリ：《対話風小二重奏曲》より ラルゴとロンド Op.34-2　♥♣
　　　　　　　　　　　　　     ポンセ（サラーテ編）：間奏曲／スケルツィーノ・メヒカーノ　♦♠

　    　 ヴィヴァルディ：《2台のマンドリンのための協奏曲》 ト長調 RV532より 第2楽章　♥♦
ジャン=マリー・レイモン：ミッドナイト・メモリーズ　♦♥
ピアソラ：《タンゴ組曲》より 第2楽章／第3楽章　♠♣

武満 徹（荘村清志／鈴木大介編）：不良少年　♠♥
武満 徹（鈴木大介編）：どですかでん　♥♠
アルベニス（リョベート編）：椰子の木陰で　♠♣
タレガ（サグレラス編）：アルハンブラの思い出　♠♣

フォーレ（佐藤弘和編）：組曲《ドリー》より  〈子守唄〉〈ドリーの庭〉　♦♣
メンデルスゾーン（リョベート編）：《無言歌集》第4巻より  〈浮き雲〉Op.53-2　♦♥

カステルヌオーヴォ=テデスコ：エレジー風フーガ　♥♦
ローラン・ディアンス：《ハムサ》より 第5楽章〈チュニス・チュニジア〉　♥♦♠♣
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Saturday 25 June 2022, 17:00 TOPPAN HALL
17:00開演  トッパンホール

全席指定  6,000円／学生 3,000円6 25

2022
DUO
DUO



トッパンホールは高度な空調管理システムを有し常時適切な換気を行うとともに、ウイルス除去対策として、ホール内すべてのエリアにオゾン燻蒸ならびに光触媒コーティングを施しております。

写真©Takanori Ishii
2022.3 Ⅰ

　トッパンホール主催公演に、久しぶりにギターの響きが

帰ってきます！

　名実ともに日本を代表し、長年にわたりギター界を牽引し

続けるベテラン、荘村清志と福田進一。ふたりの巨匠による

初録音として話題となったCD「DUO」の発売から5年を経

て、コロナ禍で公演の延期や中止も相次いだ2020年、次世

代の巨匠ともいうべき鈴木大介と大萩康司が加わり、その名

も《DUO×DUO》としてさらにパワーアップ！　4人の人気

ギタリストが一堂に会し、次々に組み合わせを変えながら古

今東西のギターデュオの名曲をお届けする贅沢な企画は、

CDはもちろん、日本各地での演奏会でも好評を博していま

す。このたび、この日のために特別に編まれたプログラムを

携え、トッパンホールに初登場の運びとなりました！

　木のぬくもりに包まれ、圧倒的な音響性能を誇るトッパン

ホールは、弦を擦りボディを弾く繊細極まりない指使いと、

時に緊迫し、時にリラックスする奏者の息遣いをも細大もら

さず客席へと伝えることのできる、ギター演奏にとっても

うってつけの空間。そのなかで、それぞれにトッパンホール

ともゆかりの深い名手たちが、時に激しく、時に楽しく、互

いを知り尽くしリスペクトしあう打ち解けたムードのなか

で、息をのむ妙技を繰り広げます。

　聴き手の心を鮮やかに震わせながら、どこか儚く、さらさ

らと流れ消えていくかのようなギターの音色が、繊細に絡み

あいホールに満ちていく様子は、あたかも音楽で交わされる

親密な会話のよう。名手たちが奏でる音楽にゆったりと身を

委ね、初夏のひとときに爽やかな彩りを添える夕べは、日ご

ろ、どちらかといえば緊張感に満ちたコンサートが多いトッ

パンホール主催公演のなかでは、少しめずらしい企画といえ

るかも……!?

　和気あいあいと繰り広げられるあたたかな響き、ギターな

らではの胸を打つ調べ、そして心満たされるホールの空間

を、存分にご堪能ください。

DUO DUO
め
く
る
め
く
デ
ュ
オ
、
デ
ュ
オ
、
そ
し
て
デ
ュ
オ
！

　
円
熟
の
名
手
た
ち
が
集
う〝
お
と
な
の
休
日
〟

　
　
愉
悦
と
く
つ
ろ
ぎ
と
名
人
芸
の
競
演

福
田
進
一

荘
村
清
志

鈴
木
大
介

大
萩
康
司


